
 

 “カチカチ”の固体化学でニオイを嗅ぐ 

柳⽥ 剛（東⼤院⼯） 

 我々の⾝の回りに存在する“ニオイ”の情報を嗅ぎ続ける材料とデバイスを作り出すことは可能であ
ろうか？ニオイ計測における問題の⼀つとして、過酷な環境で計測データを取り続けるセンサ材料・
デバイスの堅牢性が注⽬されている。これは、近年急速に発展してきた機械学習等のデータ解析技術
の進展に伴い、センシングデータから抽出される多くの特徴量抽出を経て所望の状態量との相関性を
利⽤するアプローチが⼈⼯嗅覚センサ研究においても主流となり、学習プロセス後のセンシングデー
タの特徴量における意図しない時系列変化が、本質的にその推定精度に致命的な影響を与えるためで
ある。⽔素結合を含めた従来の分⼦認識機構である分⼦間相互作⽤に⽴脚した従来の分⼦識別材料
は、まさに過酷なセンシング環境で意図しない計測データの変化を⽣み出す。この本質的な問題を克
服するためには、頑強（“カチカチ”）な材料とデバイスでニオイを構成する分⼦群を識別することが
要求される。我々の研究グループでは、空間選択的な⾦属酸化物ナノ材料の結晶成⻑技術に⽴脚して、
実在系の揮発性分⼦群の計測とともに堅牢な⼈⼯嗅覚センサを展開してきた。[1-5] 堅牢な固い材料
でニオイを識別し続ける新しい相互作⽤として、極性⾦属酸化物ナノ構造表⾯と⾮極性分⼦⾻格間に
働く van der Waals ⼒（油と⽔の間の相互作⽤）が極めて重要な役割を果たすことを実験的に⾒出し
た。講演では、⾝の回りに存在する実在系のニオイ分析結果とそれらを計測し続けることを可能にす
る“カチカチ”の⼈⼯嗅覚センサデバイスの進展について紹介する。 
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